
は
じ
め
に

は
じ
め
に
古
代
女
帝
論
の
現
在

一
元
明
天
皇
即
位
の
経
緯
と
皇
位
継
承

＿
一
元
正
天
皇
即
位
の
経
緯
と
在
位
中
の
出
来
事

三
天
平
時
代
の
元
正
太
上
天
皇

む
す
び
に
か
え
て
古
代
国
家
・
社
会
と
女
帝

古
代
女
帝
論
の
現
在

わ
が
国
古
代
に
は
推
古
、
皇
極
（
斉
明
）
、
持
統
、
元
明
、
元
正
、

孝
謙
（
称
徳
）
の
六
人
八
代
の
女
帝
が
い
た
。
こ
の
女
帝
た
ち
の
皇
位

継
承
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
代
史
学
界
で
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
議

(
1
)
 

論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
古
代
の
体
系
的
法
典
で
あ
る
律
令
に

は
皇
位
継
承
の
ル
ー
ル
は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
父
系
嫡
系
継
承
や
女

律
令
制
下
の
女
帝

ー
元
明
天
皇
・
元
正
天
皇
ー

帝
中
継
ぎ
と
い
う
概
念
は
王
が
男
性
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
説
明

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
膨
大
な
研
究
史
を
あ
え
て
一
言
で
い
え
ば
、

女
帝
即
位
に
つ
い
て
は
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
「
中
継
ぎ
」
論
に
よ

る
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
王
権
論
の
視
座
で
は
、
女
帝
は

通
常
の
皇
位
継
承
（
父
系
直
系
の
継
承
）
が
で
き
な
い
事
情
が
あ
っ
た

と
き
に
「
つ
な
ぎ
」
と
し
て
立
て
ら
れ
た
「
中
継
ぎ
」
と
い
う
位
置
づ

け
に
な
る
。
中
継
ぎ
論
に
は
批
判
も
出
さ
れ
た
が
、
古
代
女
帝
は
皇
位

継
承
を
切
り
口
に
論
じ
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。

井
上
光
貞
氏
は
、
女
帝
は
、
皇
位
継
承
上
の
困
難
な
事
情
が
あ
る
と

き
、
先
帝
ま
た
は
前
帝
の
皇
后
が
即
位
す
る
と
し
た
。
佐
藤
長
門
氏
は
、

中
継
ぎ
概
念
は
王
位
継
承
上
の
文
脈
で
の
み
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
女
帝
は
中
継
ぎ
が
本
質
で
あ
る
と
し
て
新
た
な
女
帝
中
継
論
を

提
示
し
た
。
坂
上
康
俊
氏
は
、
推
古
以
来
、
皇
位
継
承
が
円
滑
に
運
び

渡

部

育

子
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そ
う
に
な
い
と
き
に
女
帝
が
中
継
ぎ
に
建
て
ら
れ
る
恨
例
が
あ
っ
た
、

文
武
が
死
去
し
た
と
き
元
明
が
即
位
、
首
皇
子
（
聖
武
）
へ
の
本
来
の

中
継
ぎ
で
あ
る
元
正
に
譲
位
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
中
継
論
に
対

し
て
、
荒
木
敏
夫
氏
は
、
性
差
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
の

大
王
・
天
皇
と
し
て
女
帝
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
、
皇
太
子
制
、
譲
位

制
が
未
成
立
の
七
世
紀
代
に
は
中
継
ぎ
は
な
い
、
八
世
紀
に
は
中
継
ぎ

性
が
認
め
ら
れ
、
元
明
・
元
正
は
中
継
ぎ
と
し
て
即
位
し
た
と
批
判
的

に
述
べ
た
。
義
江
明
子
氏
は
、
父
系
嫡
系
継
承
や
草
壁
皇
統
を
自
明
の

前
提
と
し
た
の
で
は
奈
良
時
代
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
複
雑
な
動
き
を

解
明
で
き
な
い
、
女
帝
中
継
ぎ
論
は
近
代
の
男
系
男
子
継
承
の
法
制
化

を
前
提
と
し
た
学
説
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

推
古
＼
称
徳
の
古
代
女
帝
の
即
位
の
事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、

大
宝
律
令
の
段
階
に
な
っ
て
も
皇
位
継
承
の
原
則
は
確
立
し
て
い
な

か
っ
た
。
皇
位
継
承
候
補
者
群
（
血
統
有
資
格
者
）
の
な
か
か
ら
統
治

能
力
、
資
質
（
人
格
）
に
す
ぐ
れ
た
者
が
群
臣
た
ち
の
承
認
を
得
て
即

位
す
る
の
が
恨
例
と
な
っ
て
い
た
。
系
図
の
上
で
父
系
匝
系
（
嫡
系
）

継
承
に
お
け
る
「
中
継
ぎ
」
継
承
と
見
ら
れ
や
す
い
の
が
元
明
天
皇
・

元
正
天
皇
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
女
帝
に
つ
い
て
は
女
帝
中
継
ぎ

論
で
は
説
明
で
き
な
い
事
実
が
い
く
つ
も
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
古

代
女
帝
雖
出
の
理
由
を
皇
位
継
承
の
問
題
に
求
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
の
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
を
通
奏
低
音
に
流
し
な
が
ら
、
こ
の
二
女

帝
の
即
位
の
経
緯
と
皇
位
継
承
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
女
帝
輩
出
の

(
1
)
元
明
天
皇
即
位
の
事
情

七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
の
時
期
に
、
持
統
、
文
武
、
元

明
、
元
正
と
い
う
祖
母
か
ら
孫
へ
、
息
子
か
ら
母
へ
、
母
か
ら
娘
へ
と

い
う
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
た
。
元
明
天
皇
は
大
宝
令
制
下
で
は
じ
め
て

即
位
し
た
天
皇
で
あ
る
。
女
帝
は
律
令
に
定
め
ら
れ
た
法
律
用
語
で
、

養
老
継
嗣
令
1
皇
兄
弟
子
条
で
は
「
女
性
天
皇
」
で
は
な
く
「
女
帝
」

と
記
さ
れ
、
大
宝
令
に
も
同
様
の
条
文
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
大
宝
令
で
は
女
帝
の
即
位
と
女
帝
の
子
の
即
位
を
想
定
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
元
明
天
皇
は
文
武
天
皇
の
遺
詔
に
よ
っ

て
即
位
す
る
形
を
と
っ
て
お
り
、
息
子
か
ら
母
親
へ
の
継
承
で
あ
る
。

七
0
七
年
に
文
武
天
皇
が
二
十
五
歳
で
夭
逝
し
た
の
は
偶
然
の
出
来
事

で
あ
り
、
持
統
天
皇
が
亡
き
息
子
・
草
壁
皇
子
の
一
人
息
子
で
あ
る
孫
・

軽
皇
子
に
譲
位
し
た
段
階
で
阿
問
皇
女
（
元
明
）
即
位
の
可
能
性
が
想

定
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
た
だ
、
文
武
天
皇
が
崩
御
し
た
段

階
で
、
仮
に
複
数
の
候
補
者
か
ら
誰
を
推
挙
す
る
の
か
問
題
に
な
っ
た

と
す
れ
ば
、
女
帝
の
即
位
を
規
定
し
た
大
宝
令
の
条
文
は
意
味
を
も
っ

て
く
る
。

元
明
天
皇
は
そ
れ
ま
で
の
女
帝
、
推
古
、
皇
極
・
斉
明
、
持
統
と
は

ー

元
明
天
皇
即
位
の
経
緯
と
皇
位
継
承

政
治
的
・
社
会
的
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
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異
な
り
、
夫
が
大
王
・
天
皇
で
は
な
か
っ
た
。
以
下
、
大
王
の
時
代
も
「
天

皇
」
に
表
記
を
統
一
す
る
。
オ
オ
キ
サ
キ
経
験
者
で
は
な
い
女
帝
の
は

じ
め
て
の
即
位
で
あ
る
が
、
オ
オ
キ
サ
キ
経
験
と
は
何
を
意
味
す
る
の

か
、
簡
単
に
言
え
ば
天
皇
の
職
務
見
倣
い
、
帝
王
教
育
が
な
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
」
持
統
天
皇
称
制
前
紀
に
「
（
天
武
天
皇
）

二
年
に
立
ち
て
皇
后
と
為
り
た
ま
ふ
。
皇
后
、
始
め
よ
り
今
に
迄
る
ま

で
に
、
天
皇
を
佐
け
て
天
下
を
定
め
た
ま
ふ
。
毎
に
侍
執
の
際
に
、
諏

ち
言
ふ
こ
と
政
事
に
及
し
、
毘
補
し
た
ま
ふ
所
多
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、

統
治
者
と
し
て
表
舞
台
に
立
っ
て
経
験
を
積
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
王

に
仕
え
る
者
に
試
練
が
あ
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
王
に
も
試
練
が
あ

り
、
そ
の
試
練
を
経
た
者
が
複
数
の
候
補
者
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
、
群

臣
た
ち
の
承
認
を
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

阿
問
皇
女
が
い
つ
、
王
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
の
か
と

い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
が
、
持
統
天
皇
と
行
動
を
と
も
に
し
た
こ
と

を
示
す
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
持
統
天
皇
四
年
（
六
九

0
)
九
月
、
持

統
天
皇
が
紀
伊
へ
行
幸
し
た
が
、
こ
の
と
き
阿
附
も
同
行
し
た
こ
と
が

「
万
葉
集
」
か
ら
知
ら
れ
る
。

勢
能
山
を
越
ゆ
る
時
に
、
阿
附
皇
女
の
作
ら
す
歌

こ
れ
や
こ
の
大
和
に
し
て
は
我
が
恋
ふ
る
紀
路
に
あ
り
と
い

ふ
名
に
負
ふ
背
の
山

「
万
葉
集
』
巻
一
ー
三
十
五

こ
の
歌
は
阿
問
皇
女
が
亡
き
夫
、
草
壁
皇
子
へ
の
想
い
を
託
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
川
嶋
皇
子
も
同
行
し
て
い
る
こ
と
が
一

1

三
十
四
の
左
注
か
ら
知
ら
れ
る
（
『
日
本
書
紀
」
の
記
事
が
引
用
）
。
川

嶋
皇
子
は
こ
の
と
き
三
十
四
歳
で
、
翌
年
、
死
去
す
る
。
彼
は
天
智
天

皇
の
皇
子
で
あ
る
が
、
天
武
天
皇
十
年
（
六
八
一
）
三
月
、
帝
紀
と
上

古
の
諸
事
を
記
し
定
め
る
際
に
は
忍
壁
皇
子
と
と
も
に
中
心
的
役
割
を

果
た
し
、
ま
た
、
大
津
皇
子
の
謀
反
を
告
発
す
る
な
ど
、
天
武
と
鵬
野
（
持

統
）
に
と
っ
て
忠
実
な
皇
親
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
川
嶋
皇
子
と
阿

限
皇
女
が
持
統
即
位
の
紀
伊
行
幸
に
行
動
を
共
に
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
阿
問
が
政
界
に
お
け
る
地
位
も
か
た
め
は
じ
め
た
こ
と
を
意
味

す
る
と
考
え
ら
れ
。
六
八
六
年
九
月
の
天
武
天
皇
の
崩
御
後
、
皇
后
称

制
を
行
っ
て
い
た
鵬
野
は
、
六
八
九
年
四
月
に
一
人
息
子
・
草
壁
皇
子

を
亡
く
し
た
時
点
で
、
当
時
、
ま
だ
七
歳
で
あ
っ
た
草
壁
の
忘
れ
形
見
、

孫
・
軽
皇
子
へ
の
皇
位
継
承
を
画
策
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

即
位
前
の
阿
開
に
関
し
て
、
も
う
一
っ
、
注
目
す
べ
き
は
、
当
時
、

内
親
王
は
経
済
的
基
盤
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
皇
太
妃
宮
に
勤
務
す
る
舎
人
が
薬
を
請
求
し
た
木
簡
で
あ

る
。
舎
人
は
天
皇
・
皇
后
・
皇
太
子
な
ど
の
近
習
を
つ
と
め
る
下
級
の

・
皇
太
妃
宮
舎
人
請
薬

・
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
右
二
品
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こ
の
木
簡
は
、
皇
太
妃
宮
職
の
長
官
に
布
を
支
給
し
た
と
き
に
使
わ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
解
」
は
、
下
級
官
庁
か
ら
上
級
官
庁
へ

上
申
す
る
と
き
に
用
い
る
文
書
の
様
式
で
あ
り
、
皇
太
妃
宮
職
は
、
「
皇

・
皇
太
妃
宮
職
解

・
慶
雲
元
年

□口

こ
れ
は
備
後
国
兼
田
郡
か
ら
氷
高
内
親
王
に
宛
て
た
白
米
の
荷
札
木

簡
で
あ
る
。
元
正
天
皇
も
、
氷
高
内
親
王
時
代
に
経
済
基
盤
を
確
保
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
阿
隈
は
皇
太
妃
と
い
う
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

(
2
)
 

る。

卿
等
給
布
廿
端

・
備
後
国
疎
田
郡
翠
田
里

・
氷
高
親
王
宮
春
税
五
斗

役
人
で
あ
る
が
、
阿
問
は
家
政
機
関
の
主
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

家
政
機
関
を
も
っ
て
い
た
の
は
阿
附
だ
け
で
は
な
い
。
阿
開
の
同
母

姉
・
御
名
部
内
親
王
に
関
し
て
も
「
御
名
部
内
親
王
宮
」
木
簡
が
出
土

し
て
お
り
、
娘
・
氷
高
内
親
王
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
平
城

京
跡
の
「
二
条
大
路
木
簡
」
と
呼
ば
れ
る
木
簡
群
の
な
か
に
次
の
よ
う

な
木
簡
が
見
ら
れ
る
。

太
妃
」
で
あ
る
阿
開
皇
女
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
家
政
機
関
で
、
こ
の

木
簡
か
ら
慶
雲
元
年
（
七

0
四
）
に
、
解
と
い
う
文
書
の
様
式
を
用
い

た
物
品
の
請
求
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
養
老
職
員
令
に
規

定
さ
れ
る
中
宮
職
は
、
天
皇
の
嫡
妻
で
あ
る
皇
后
に
関
す
る
事
務
を
担

当
す
る
機
関
で
あ
る
が
、
皇
太
妃
宮
職
も
、
そ
れ
に
類
似
す
る
機
関
で

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
続
日
本
紀
」
大
宝
元
年
七
月
壬
辰
条

か
ら
、
皇
太
妃
に
食
封
が
賜
与
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
ほ
か
、
公
式

令
平
出
条
に
天
皇
の
母
の
身
位
が
規
定
さ
れ
る
。

阿
問
の
身
位
「
皇
太
妃
」
に
つ
い
て
は
、
夫
・
草
壁
皇
子
が
皇
太

子
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
日
本
書
紀
j

天

武
天
皇
十
年
二
月
甲
子
条
「
是
日
立
草
壁
皇
子
尊
為
皇
太
子
」
は
書

紀
絹
集
の
過
程
で
追
記
・
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
亡

き
夫
・
草
壁
皇
子
は
皇
太
子
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
が
一
般
的
で

あ
る
。
息
子
・
軽
皇
子
が
文
武
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
こ
と
か
ら
、
大

宝
令
制
下
で
は
、
阿
開
は
天
皇
の
母
と
し
て
皇
太
妃
の
身
位
を
得
る
こ

と
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
文
武
天
皇
即
位
の
経
緯
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
が
、
十
五

歳
で
即
位
し
た
少
年
天
皇
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
持
統
太
上
天
皇
が
大
宝
―
―

年
（
七

0
二
）
十
二
月
に
崩
御
し
た
後
、
持
統
太
上
天
皇
の
権
能
を
、

実
質
的
に
は
阿
附
皇
太
妃
が
引
き
継
い
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
も
次
に
述
べ
る
が
、
病
床
の
文
武
天
皇
が
た
ぴ
た
び
母
親
に

譲
位
の
意
思
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
阿
開
が
政
事
に
携
わ
っ
て
い
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た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(2)
元
明
天
皇
即
位
の
詔
に
つ
い
て

慶
雲
四
年
（
七
0
七
）
六
月
二
十
四
日
、
天
皇
（
阿
閉
皇
女
）
は
東

楼
（
藤
原
宮
大
極
殿
東
楼
）
に
出
御
し
て
、
八
省
の
卿
と
五
衛
の
督
率

ら
を
召
し
て
、
文
武
天
皇
の
追
詔
に
よ
り
、
万
機
を
摂
る
旨
を
告
げ
た
。

そ
し
て
七
月
十
七
日
、
大
極
殿
で
即
位
し
、
詔
を
発
し
た
。
即
位
の

宣
命
で
は
彼
女
が
皇
位
を
継
い
だ
事
情
も
述
べ
ら
れ
る
。
「
続
日
本
紀
j

慶
雲
四
年
六
月
庚
寅
条
は
即
位
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
皇
太
妃
と
し

て
「
詔
」
を
出
し
た
、
い
わ
ば
特
例
と
考
え
ら
れ
る
。

「
続
日
本
紀
」
塵
雲
四
年
七
月
壬
子
条
に
つ
い
て
。
第
一
段
で
は
、

持
統
天
皇
が
草
壁
皇
子
の
嫡
子
（
文
武
天
皇
）
に
位
を
譲
り
、
持
統
太

上
天
皇
と
文
武
天
皇
が
協
力
し
て
天
下
を
治
め
た
こ
と
、
こ
れ
は
天
智

天
皇
が
定
め
た
「
不
改
常
典
」
の
法
を
受
け
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

第
二
段
は
、
前
年
十
一
月
に
文
武
天
皇
か
ら
の
譲
位
の
要
請
が
あ
り
、

そ
れ
を
固
辞
し
続
け
た
が
、
今
年
六
月
十
五
日
（
文
武
の
死
に
臨
ん
で
）

承
諾
し
た
こ
と
を
い
う
。
第
三
段
で
は
、
即
位
す
る
か
ら
に
は
、
親
王

以
下
百
官
人
は
浄
明
な
心
を
も
っ
て
仕
え
る
よ
う
、
忠
誠
を
求
め
る
。

親
王
・
王
臣
の
補
佐
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
政
事
を
平
安
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
第
四
段
で
は
、
即
位
に
際
し
て
、
大
赦
．

賜
物
・
復
除
（
租
税
の
免
除
）
を
行
う
こ
と
を
命
じ
た
。

元
明
天
皇
即
位
の
詔
で
問
題
視
さ
れ
る
の
が
「
不
改
常
典
」
を
持
ち

出
さ
な
け
れ
ば
皇
位
継
承
の
正
当
性
を
主
張
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
そ
の
皇
位
継
承
と
は
、
草
壁
ー
文
武
ー
聖
武
と
い
う
直
系
男
子

に
よ
る
継
承
を
想
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

元
明
天
皇
即
位
の
宜
命
で
は
、
「
不
改
常
典
」
と
い
う
文
言
が
二
回
出

て
く
る
が
、
ど
ち
ら
も
、
天
智
天
皇
が
定
め
た
直
系
の
皇
位
継
承
と
い

う
意
味
で
は
な
い
と
考
え
る
。
天
智
天
皇
は
元
明
天
皇
の
父
親
で
あ
る
。

律
令
制
の
整
備
は
天
武
・
持
統
朝
に
着
実
に
す
す
め
ら
れ
た
が
、
そ
の

基
盤
は
天
智
朝
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
。
八
世
紀
に
お
け
る
天
智
朝
の
評
価

と
も
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
元
明
天
皇
が
即
位
し
、
王
臣
貴
族
層

に
忠
誠
を
求
め
る
に
あ
た
っ
て
、
父
・
天
智
天
皇
を
持
ち
出
し
、
先
例

に
し
た
が
っ
て
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

元
明
天
皇
即
位
が
異
例
に
見
え
る
の
は
、
息
子
か
ら
母
へ
の
継
承
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
日
本
国
憲
法
の
時
代
か
ら
み
る
と
不

自
然
で
あ
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
天
皇
で
あ
る
息
子
の
遺

詔
ど
お
り
母
親
が
皇
位
に
就
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
問
題
は
な
い
。
む

し
ろ
議
論
が
あ
っ
た
の
は
持
統
か
ら
文
武
へ
と
い
う
継
承
で
、
群
臣
の

間
に
反
対
意
見
が
あ
っ
た
。

六
九
七
年
二
月
、
十
四
歳
の
皇
太
子
が
誕
生
し
た
。
「
懐
風
藻
』
葛

野
王
伝
に
よ
れ
ば
、
前
年
の
高
市
皇
子
の
没
後
、
日
嗣
皇
子
に
つ
い
て

議
論
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
が
、
葛
野
王
は
、
兄
弟
が
継
承
す
る
の
は

紛
争
の
種
に
な
る
か
ら
子
か
ら
孫
へ
と
相
い
承
け
る
の
が
妥
当
と
い
う
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発
言
を
し
て
い
る
。
葛
野
王
伝
の
皇
位
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
も
う

少
し
詳
し
く
み
て
み
る
と
、
持
統
天
皇
が
日
嗣
す
な
わ
ち
皇
位
継
承
候

補
と
し
て
孫
・
軽
皇
子
（
文
武
天
皇
）
を
考
え
て
い
た
が
、
群
臣
た
ち

の
議
論
が
お
さ
ま
ら
な
い
状
況
の
な
か
で
、
葛
野
王
は
、
「
わ
が
国
で

は
神
代
以
来
、
皇
位
は
子
・
孫
が
相
承
し
、
踏
襲
し
て
き
た
。
も
し
、

兄
弟
に
譲
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
乱

が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
聖
な
る
日
嗣
は
自
然
に

定
ま
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
方
法
は
あ
り
ま
す
か
」
と
発
言
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
弓
削
皇
子
が
何
か
言
お
う
と
し
た
が
、
葛
野
王
が
叱
っ
た

の
で
止
め
た
、
持
統
天
皇
は
、
こ
の
発
言
に
大
変
喜
ん
だ
と
記
さ
れ
る
。

天
武
天
皇
の
息
子
・
弓
削
皇
子
の
母
親
は
、
天
智
天
皇
の
娘
・
大
江

皇
女
で
あ
る
。
当
時
、
弓
削
の
ほ
か
に
も
、
舎
人
、
長
、
穂
積
、
新
田
部
、

刑
部
と
い
う
天
武
の
息
子
た
ち
が
い
た
。
舎
人
の
母
親
・
新
田
部
皇
女

は
天
智
の
娘
、
長
の
母
親
は
大
江
皇
女
で
あ
る
。
ヤ
マ
ト
王
権
時
代
以

来
、
こ
れ
ま
で
の
皇
位
継
承
は
嫡
系
に
こ
だ
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
兄

か
ら
弟
へ
と
い
う
よ
う
な
相
続
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
軽
皇
子
の
父
親

で
あ
る
草
壁
皇
子
は
天
皇
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
軽
を
次
期
天
皇
に
推

挙
す
る
道
理
は
な
い
の
で
あ
る
。
草
壁
皇
子
の
嫡
系
へ
の
皇
位
継
承
に

こ
だ
わ
っ
た
の
は
草
壁
の
母
・
持
統
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

元
明
即
位
詔
に
つ
い
て
、
少
し
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
文
武
の
即

位
（
持
統
か
ら
文
武
へ
の
継
承
）
と
、
持
統
太
上
天
皇
と
文
武
天
皇
の

共
同
統
治
を
強
調
し
て
い
る
点
、
す
な
わ
ち
持
統
か
ら
文
武
へ
の
継
承

を
正
当
化
し
た
点
で
あ
ろ
う
。
元
明
は
天
智
の
の
皇
女
で
あ
る
か
ら
血

統
で
は
有
資
格
者
で
あ
る
。
女
帝
の
即
位
が
規
定
さ
れ
た
大
宝
令
は
追

い
風
に
な
っ
て
も
反
対
意
見
を
誘
発
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

元
明
天
皇
の
資
質
（
人
格
）
、
統
治
能
力
に
つ
い
て
は
皇
太
妃
宮
職

木
簡
を
素
材
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
養
老
五
年
（
七
ニ
ー
）

十
二
月
七
日
、
元
明
太
上
天
皇
の
崩
御
し
た
そ
の
日
に
固
関
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
三
関
と
は
東
海
道
の
鈴
鹿
関
、
東
山
道
の
不

破
関
、
北
陸
道
の
愛
発
関
を
指
す
が
、
こ
れ
が
固
関
の
初
め
て
の
例
で

あ
る
。
固
関
に
は
、
中
央
で
の
政
治
不
安
が
地
方
へ
波
及
す
る
の
を
防

ぐ
目
的
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
都
と
東
国
・
北
陸
と
を
結
ぶ
三
つ
の
道
を

閉
鎖
す
る
こ
と
で
、
反
乱
を
起
こ
し
た
者
が
東
国
に
逃
れ
、
現
地
勢
力

と
結
託
す
る
の
を
防
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

元
明
天
皇
即
位
は
遺
詔
す
な
わ
ち
先
帝
の
遺
志
を
前
面
に
出
し
た
形

を
と
っ
た
が
、
す
で
に
群
臣
た
ち
の
承
認
を
得
る
条
件
は
十
分
備
わ
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

(3)
譲
位
と
皇
位
継
承

元
明
天
皇
か
ら
元
正
天
皇
へ
の
皇
位
継
承
に
つ
い
て
も
中
継
ぎ
論
の

是
非
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
文
武
天
皇
崩
御
の
と
き
七
歳
で
あ
っ

た
首
皇
子
（
の
ち
の
聖
武
天
皇
）
へ
確
実
に
継
承
す
る
た
め
で
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
草
壁
嫡
系
継
承
を
意
味
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
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が
問
題
と
な
る
。

和
銅
七
年
（
七
一
四
）
六
月
二
十
五
日
に
首
皇
子
が
元
服
の
儀
式
を

あ
げ
た
。
首
皇
子
の
立
太
子
に
つ
い
て
は
聖
武
天
皇
即
位
前
紀
に
「
和

銅
七
年
六
月
立
ち
て
皇
太
子
と
な
る
。
時
に
年
十
四
」
と
あ
る
。
こ
の

前
年
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
＋
一
月
に
は
文
武
の
娘
・
石
川
朝
臣
刀

子
娘
•
紀
朝
臣
窟
門
娘
の
娘
の
呼
称
を
剥
奪
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
を
首

皇
子
の
立
太
子
の
た
め
の
藤
原
氏
の
陰
謀
と
み
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
十
分
に
承
知
し
た
上
で
、
元
明
天
皇
は
皇
位
を
彼

女
の
娘
・
氷
高
内
親
王
に
譲
る
。
な
ぜ
、
首
皇
子
に
譲
位
し
な
か
っ
た

の
か
。
次
に
述
べ
る
元
明
天
皇
譲
位
の
詔
の
文
面
通
り
に
解
釈
す
る
と
、

首
皇
子
は
天
皇
と
し
て
の
職
務
を
果
た
す
に
は
年
齢
が
若
す
ぎ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
十
五
歳
で
の
即
位
に
は
、
文
武
天
皇
の
前
例
が
あ

る
。
首
皇
子
の
生
母
・
宮
子
は
藤
原
不
比
等
の
娘
で
あ
り
、
不
比
等
の
妻
・

橘
（
県
犬
養
）
三
千
代
は
首
皇
子
の
養
育
に
か
か
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

元
明
天
皇
の
三
千
代
へ
の
信
頼
は
非
常
に
厚
い
の
で
あ
る
が
、
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
元
明
天
皇
は
首
皇
子
に
位
を
譲
ら
な
か
っ
た
。

謎
を
と
く
鍵
は
、
氷
高
内
親
王
が
三
十
六
歳
ま
で
独
身
を
通
し
た
と

こ
ろ
に
あ
る
。
元
明
天
皇
は
オ
オ
キ
サ
キ
の
経
験
は
な
い
が
、
推
古
か

ら
元
明
ま
で
、
過
去
の
女
帝
は
、
み
な
未
亡
人
で
あ
っ
た
。
即
位
し
て

か
ら
は
結
婚
（
再
婚
）
し
た
形
跡
は
な
い
。
元
正
天
皇
は
わ
が
国
初
の

未
婚
の
女
帝
で
あ
る
。
し
か
も
一
二
十
六
歳
で
即
位
す
る
ま
で
独
身
を
と

お
し
て
い
た
。
元
明
天
皇
の
第
一
子
で
あ
り
、
文
武
天
皇
よ
り
も
三
歳

年
上
の
氷
高
内
親
王
は
、
皇
位
継
承
候
補
者
と
し
て
プ
ー
ル
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

氷
高
は
文
武
天
皇
即
位
時
に
は
十
八
歳
と
、
ま
さ
に
結
婚
適
齢
期
で

あ
っ
た
。
元
明
天
皇
即
位
時
に
は
二
十
八
歳
。
初
婚
適
齢
期
は
過
ぎ
て

い
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
結
婚
相
手
に
事
欠
く
立
場
で
は
な
い
。
文

武
天
皇
が
病
弱
で
あ
っ
た
た
め
に
、
万
一
の
事
態
に
備
え
、
彼
女
を
確

保
し
た
と
い
う
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
文
武
自
身
の
問
題

は
、
病
弱
と
い
う
よ
り
も
年
齢
が
若
す
ぎ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
祖
母

か
ら
孫
へ
と
い
う
継
承
と
い
い
、
即
位
時
の
十
五
歳
と
い
う
年
齢
と
い

い
、
持
統
天
皇
が
反
対
分
子
を
封
じ
込
め
る
か
た
ち
で
即
位
を
強
行
し

た
こ
と
と
い
い
、
異
例
づ
く
め
で
あ
っ
た
。

王
権
の
安
定
の
た
め
に
は
、
争
い
に
な
ら
な
い
よ
う
な
複
数
の
皇
位

継
承
候
補
者
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
仮
に
、
文
武
天

皇
が
夭
逝
し
な
く
て
も
、
万
一
の
備
え
の
人
物
と
し
て
氷
高
内
親
王
に

白
羽
の
矢
が
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
選
詔
に
よ
っ
て
子
か
ら
母
へ
と

い
う
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
た
元
明
天
皇
即
位
時
に
は
、
そ
の
必
要
性
は

以
前
に
も
増
し
て
高
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
氷
高
内
親
王
が

未
婚
を
通
し
た
事
情
は
奈
辺
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

元
明
天
皇
の
息
子
・
文
武
天
皇
の
即
位
か
ら
わ
ず
か
二
十
年
足
ら
ず

の
歳
月
し
か
た
っ
て
い
な
い
が
、
時
代
は
大
き
く
変
化
し
た
。
大
宝
律

令
が
制
定
、
施
行
さ
れ
、
律
令
制
を
遵
守
す
る
よ
う
、
天
下
に
命
ず
る

元
明
天
皇
に
と
っ
て
、
政
権
を
支
え
る
皇
族
・
貴
族
層
の
賛
同
が
得
ら
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れ
る
形
で
事
を
運
ぶ
の
が
な
に
よ
り
も
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
元
明

に
と
っ
て
も
っ
と
も
安
全
で
安
心
で
き
る
人
物
が
氷
高
内
親
王
と
思
わ

れ
る
。
大
宝
令
が
施
行
さ
れ
、
女
帝
の
子
も
皇
位
継
承
候
補
者
と
な
る

こ
と
は
合
法
的
な
時
代
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
皇
位
継
承
候
補
者
と
し

て
プ
ー
ル
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
十
分
に
帝
王
教
育
も
施
し
て
き

た
と
推
測
さ
れ
る
。
元
明
天
皇
の
譲
位
詔
の
な
か
で
、
氷
高
内
親
王
が

早
く
祥
符
に
叶
っ
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

元
明
天
皇
は
譲
位
の
準
備
と
し
て
、
ま
ず
、
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）

正
月
、
二
品
氷
高
内
親
王
に
一
品
を
授
け
た
。
前
年
の
和
銅
七
年
正
月

二
十
日
に
食
封
千
戸
を
加
え
た
の
に
続
く
措
置
で
あ
る
。
そ
し
て
二
月
、

長
屋
王
の
室
に
な
っ
て
い
た
吉
備
内
親
王
の
子
ど
も
を
皇
孫
と
す
る
勅

を
出
し
た
。
長
屋
王
は
天
武
天
皇
の
孫
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
子
ど
も
は

三
世
王
の
扱
い
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
吉
備
の
子
ど
も
に
限
っ
て
二
世

王
扱
い
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は
有
力
な
皇
位
継
承
候
補
者
と
な

る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
元
明
天
皇
の
思
慮
深
さ
が
う
か
が
え
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

霊
亀
元
年
九
月
二
日
、
元
明
天
皇
は
位
を
氷
高
内
親
王
に
譲
っ
た
。

「
皇
帝
」
の
位
を
内
親
王
に
伝
う
と
詔
し
た
。
儀
制
令
に
よ
れ
ば
「
皇
帝
」

は
国
の
内
外
に
あ
ま
ね
く
告
げ
る
際
に
用
い
る
天
子
の
称
号
で
あ
る
。

元
明
天
皇
譲
位
の
詔

詔
し
て
日
は
く
、
乾
道
は
天
を
統
べ
、
文
明
是
に
暦
を
駁
す
。
大
な

る
宝
を
位
と
日
ひ
、
擬
極
、
所
以
に
尊
に
居
り
。
（
中
略
）
朕
、
天
下

に
君
と
し
て
臨
み
、
黎
元
を
撫
育
す
る
に
、
上
天
の
保
休
を
蒙
り
、
祖

宗
の
遺
慶
に
頼
り
て
、
海
内
晏
静
に
し
て
、
区
夏
安
寧
な
り
。
然
れ
ど

も
競
競
の
志
、
夙
夜
に
怠
ら
ず
、
異
粟
の
情
、
日
に
一
日
を
慎
み
て
、

庶
政
に
憂
労
す
る
こ
と
、
荘
に
九
載
な
り
。
今
、
精
華
漸
く
衰
へ
て
惹

期
斯
に
倦
み
、
深
く
閑
逸
を
求
め
て
高
く
風
雲
を
踏
ま
む
と
す
。
累
を

釈
き
塵
を
遣
る
る
こ
と
、
脱
腿
に
同
じ
か
ら
む
と
す
。
因
て
こ
の
神
器

を
皇
太
子
に
譲
ら
む
と
す
れ
ど
も
、
年
歯
幼
く
稚
く
し
て
深
宮
を
離
れ

ず
、
庶
務
多
端
に
し
て
一
日
に
万
機
あ
り
。
一
品
氷
高
内
親
王
は
、
早

＜
祥
符
に
叶
ひ
、
夙
に
徳
音
を
彰
せ
り
。
天
の
縦
せ
る
寛
仁
、
沈
静
婉

嬰
に
し
て
、
華
夏
載
せ
件
り
、
謳
訟
帰
く
と
こ
ろ
を
知
る
。
今
、
皇
帝

の
位
を
内
親
王
に
伝
ふ
。
公
卿
・
百
寮
、
悉
く
祇
み
奉
り
て
、
朕
が
意

を
称
ふ
べ
し
、
と
。

（
「
続
日
本
紀
」
霊
亀
元
年
九
月
庚
辰
条
）

す
べ
て
の
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
願
望
に
偽
り
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
も
し
、
孫
の
首
皇
子
に
位
を
譲
る
と
、
か
つ
て
持
統
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
太
上
天
皇
と
し
て
第
一
線
に
立
ち
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
彼
女
の
意
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
元
正
天

皇
の
治
世
下
の
事
績
に
は
、
元
明
天
皇
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
も
の
も

多
く
み
ら
れ
る
。
譲
位
の
詔
で
も
っ
と
も
強
調
し
た
か
っ
た
の
は
三
点

目
の
氷
高
の
適
性
で
あ
ろ
う
。
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以
上
、
元
明
天
皇
即
位
を
可
能
に
し
た
の
は
王
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
お
よ
び
そ
の
身
位
が
群
臣
た
ち
の
承
認
を
得
る
の
に
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

元
正
天
皇
即
位
の
経
緯
と
在
位
中
の
出
来
事

奈
良
時
代
政
治
史
の
な
か
で
元
正
天
皇
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
少
な

い
が
、
太
上
天
皇
と
し
て
活
躍
し
た
時
代
を
合
わ
せ
る
と
八
世
紀
前
半

政
治
史
の
鍵
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
彼
女
に
つ
い
て
も
嫡
系
継
承
の
中

継
ぎ
論
で
は
説
明
で
き
な
い
点
が
い
く
つ
も
あ
る
。

(
1
)
未
婚
の
女
帝

氷
高
内
親
王
は
元
明
天
皇
に
譲
位
を
告
げ
ら
れ
て
俵
礼
的
謙
譲
を
し

た
痕
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
元
正
天
皇
の
即
位
は
、
周
到
に
用
意
さ
れ

た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

和
銅
七
年
正
月
己
卯
条
に
「
二
品
氷
高
内
親
王
に
食
封
一
千
戸
を
益

す
」
と
あ
る
。
こ
の
措
置
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
元
明
天
皇
が
氷

高
内
親
王
へ
の
皇
位
を
譲
る
準
備
を
す
す
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
二
品
の
位
を
も
つ
者
の
食
封
は
、
令
の
規
定
で
は
三

0
0
戸
で
あ

る
か
ら
、
破
格
の
待
遇
と
い
え
る
。
一
品
と
い
う
最
高
位
が
与
え
ら
れ

た
の
は
、
こ
の
翌
年
の
霊
亀
元
年
正
月
の
こ
と
で
あ
る
。
元
明
天
皇
は

二
月
に
は
「
三
品
吉
備
内
親
王
の
男
女
を
、
皆
皇
孫
の
例
に
入
れ
た
ま

川
嶋

(
6
5
7

ー

6
9
1
)

ふ
」
（
「
続
日
本
紀
」
霊
亀
元
年
二
月
丁
丑
条
）
と
勅
し
た
。
こ
の
勅

で
は
吉
備
の
夫
で
あ
る
長
屋
王
の
こ
と
に
は
ふ
れ
な
い
が
、
長
屋
王
と

吉
備
内
親
王
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、
母
親
の
も
つ
資
格
で
皇

孫
と
さ
れ
た
。
も
し
、
長
屋
王
の
変
で
吉
備
内
親
王
と
子
ど
も
た
ち
が

無
念
の
死
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
件
が
な
か
っ
た
な
ら

ば
、
女
帝
の
子
の
資
格
で
皇
位
継
承
候
補
に
あ
げ
ら
れ
る
親
王
が
雖
出

し
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

実
は
、
元
正
天
皇
が
即
位
し
た
こ
ろ
、
皇
位
継
承
有
資
格
者
は
意
外

と
少
な
か
っ
た
。

天
武
の
皇
子

草
壁
(
6
6
2
-

6
8
9
)
 

6
9
9
)
 

舎
人

(
6
7
6

ー

7
3
5
)

市

(
6
5
4
-

6
9
6
)
 

忍
壁
（
ー
7
0
5
)

磯
城
（

天
智
の
皇
子

建

(
6
5
1

-

6
5
8
)
 

大
友

(648
-6

7
2
)
 

大
津
(
6
6
3
ー

6
8
6
)

新
田
部
(
-
7
3
5
)
 

長
（
ー
7
1
5
)

穂
積
(
-
7
1
5
)
 

施
基
(
-
7
1
6
)
 

持
統
朝
で
高
市
皇
子
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
舎
人
、
新
田
部
の

二
皇
子
に
は
皇
親
官
僚
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
文 高

弓
削
(
I
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武
即
位
の
こ
ろ
よ
り
も
さ
ら
に
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

元
正
天
皇
の
資
質
に
つ
い
て
「
続
日
本
紀
」
元
正
天
皇
即
位
前
紀

に
「
日
本
根
子
高
端
浄
足
姫
天
皇
、
天
浮
中
原
濠
真
人
天
皇
の
孫
、
日

並
知
皇
子
尊
の
皇
女
な
り
。
天
皇
神
識
沈
深
に
し
て
、
言
必
ず
典
礼

あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
心
は
沈
着
で
思
慮
深
く
、
言
動
は
典
礼
（
礼

儀
）
に
か
な
っ
て
い
る
と
特
記
さ
れ
た
。
彼
女
は
唐
風
の
政
治
・
文
化

に
も
通
じ
て
い
た
。
一
＿
＿
十
六
歳
と
い
う
年
齢
も
、
即
位
す
る
の
に
適
し

て
い
た
。
王
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
帝
王
教
育
）
に
つ
い
て
は
、

彼
女
が
皇
位
継
承
候
補
者
と
し
て
プ
ー
ル
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
未
婚

で
あ
っ
た
と
考
え
る
と
説
明
が
つ
く
。
未
婚
と
い
う
よ
り
は
非
婚
・
不

婚
と
言
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
彼
女
自
身
が
ど
う
受

(
4
)
 

け
止
め
て
い
た
の
か
は
拙
著
で
述
べ
た
。
ま
た
、
経
済
基
盤
に
つ
い
て

も
「
氷
高
親
王
宮
」
木
簡
（
平
城
京
跡
二
条
大
路
木
簡
）
が
出
土
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
元
明
天
皇
と
同
様
、
家
政
機
関
を
経
営
す
る
力
批
を

備
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(2)
元
正
天
皇
の
事
績

元
正
天
皇
は
元
明
朝
の
い
く
つ
か
の
未
完
の
事
業
を
継
承
し
た
。
代

表
的
な
も
の
と
し
て
「
古
事
記
」
、
「
日
本
書
紀
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
養

老
四
年
（
七
二

0
)
、
舎
人
親
王
が
勅
命
を
受
け
て
撰
修
し
て
い
た
『
日

本
紀
」
が
完
成
し
、
元
正
天
皇
に
奏
上
さ
れ
た
（
紀
（
編
年
体
）
三
十

巻
と
系
図
一
巻
）
。
「
日
本
書
紀
」
は
、
当
時
は
「
日
本
紀
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。

編
幕
事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
四

0
年
ほ
ど
の
歳
月
が
経
っ
て
い
る
。

天
武
天
皇
十
年
（
六
八
一
）
、
天
智
天
皇
の
子
・
川
嶋
皇
子
と
天
武
天

皇
の
子
・
忍
壁
皇
子
を
中
心
に
十
二
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
歴
史
書

編
募
事
業
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
歴
史
書
を
も
た
な
か
っ
た
わ
が
国

は
、
中
国
歴
代
王
朝
に
倣
っ
て
歴
史
書
を
ま
と
め
る
こ
と
が
、
国
家
の

体
裁
を
保
つ
上
で
も
、
現
王
権
の
正
当
性
を
主
張
す
る
上
で
も
必
須
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
元
明
天
皇
の
時
代
に
完
成
し
た
『
古
事
記
」

編
築
で
は
「
帝
紀
」
を
撰
び
記
し
「
旧
辞
」
を
検
討
し
た
と
い
う
の
に

対
し
、
「
日
本
紀
」
で
は
「
帝
紀
」
と
「
上
古
諸
事
」
を
記
し
定
め
た

と
さ
れ
る
。
「
日
本
紀
」
に
は
持
統
天
皇
ま
で
の
歴
史
が
記
さ
れ
る
。

次
に
、
秋
田
に
も
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
出
羽
国
の
設
置
も
女

帝
二
代
に
わ
た
る
。
和
銅
五
年
（
七
―
二
）
に
設
置
さ
れ
た
出
羽
国
の

経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
数
年
か
か
っ
た
。
国
と
し
て
の
体
裁
を
保
つ

た
め
に
は
一
定
の
人
口
と
面
積
が
必
要
で
あ
る
。
出
羽
に
は
北
陸
・
東

海
・
東
山
道
諸
国
か
ら
八

0
0
戸
以
上
も
の
柵
戸
を
移
住
さ
せ
、
陸
奥

国
か
ら
最
上
・
置
賜
二
郡
を
移
管
し
た
。
「
続
日
本
紀
」
に
は
最
上
・

置
賜
二
郡
の
移
管
の
記
事
が
和
銅
五
年
十
月
丁
酉
条
と
霊
亀
二
年
九
月

乙
未
条
の
二
回
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
記
事
の
重
複
で
は
な
く
、

二
郡
の
分
割
命
令
が
出
さ
れ
た
が
す
ぐ
に
は
実
施
で
き
ず
、
霊
亀
元
年

（
七
一
五
）
五
月
に
陸
奥
国
ヘ
一

0
0
0
戸
と
い
う
大
最
の
人
々
を
移

住
さ
せ
、
陸
奥
側
の
領
域
拡
大
の
見
通
し
が
立
っ
た
の
で
、
翌
二
年
九
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月
に
実
施
さ
れ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
和
銅
元
年

（七

0
八
）
に
越
後
国
の
北
端
に
出
た
地
域
に
郡
を
建
て
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
っ
た
北
日
本
日
本
海
側
の
支
配
拡
大
策
は
、
出
羽
に
全
国
か
ら

民
を
強
制
移
住
さ
せ
、
隣
国
の
陸
奥
国
か
ら
郡
を
割
い
て
つ
け
る
こ
と

で
、
よ
う
や
く
国
と
し
て
の
安
定
し
た
状
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
出

羽
国
は
元
明
・
元
正
女
帝
―
一
代
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
国
と
い
え
る
。
こ

の
国
が
の
ち
に
、
わ
が
国
の
北
方
外
交
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
る
。

元
正
の
統
治
能
力
に
関
し
て
、
在
位
期
間
中
の
特
華
す
べ
き
事
績
を

二
つ
あ
げ
て
お
き
た
い
。
ひ
と
つ
め
は
太
政
官
奏
に
修
正
を
命
じ
た
こ

と
で
あ
る
。

養
老
五
年
（
七
ニ
ー
）
六
月
に
四
項
目
か
ら
な
る
太
政
官
奏
が
出
さ

れ
た
。
二
項
目
か
ら
四
項
目
ま
で
は
官
奏
の
と
お
り
裁
可
さ
れ
た
が
、

第
一
項
に
対
し
て
は
、
天
皇
は
太
政
官
が
出
し
て
き
た
案
に
修
正
を
命

じ
、
按
察
使
の
禄
を
倍
に
し
た
。

「
続
日
本
紀
」
養
老
五
年
六
月
乙
酉
条

太
政
官
奏
し
て
言
さ
く
、
国
郡
の
官
人
、
黎
元
を
漁
猟
り
て
、
朝
憲

を
擾
乱
せ
り
。
故
に
按
察
使
を
置
き
、
非
違
を
礼
弾
し
、
紆
し
き
詐
り

を
粛
清
む
。
既
に
官
位
を
定
め
、
料
禄
有
る
べ
し
。
請
は
く
は
、
按
察

使
を
正
五
位
の
官
に
准
へ
、
禄
井
せ
て
公
癬
田
六
町
、
仕
丁
五
人
を
賜

は
む
こ
と
を
。
記
事
は
、
正
七
位
官
に
准
へ
、
禄
井
せ
て
公
廂
田
二
町
、

仕

T
二
人
。
並
に
調
の
物
を
折
き
留
め
、
便
ち
給
は
む
、
と
。
詔
し
て

日
は
く
、
朕
が
股
肱
、
民
の
父
母
は
独
り
按
察
に
在
り
。
寄
重
く
務
繁

き
こ
と
、
群
臣
と
異
な
り
。
禄
一
倍
を
加
へ
て
、
便
ち
当
土
の
物
を

准
へ
度
し
て
こ
れ
に
給
へ
、
と
の
た
ま
ふ
。
（
下
略
）

按
察
使
は
養
老
一
二
年
七
月
、
地
方
行
政
監
察
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た

官
職
で
あ
る
。
一
国
の
国
守
（
国
の
長
官
）
を
按
察
使
に
任
命
し
、
近

隣
の
数
力
国
を
管
轄
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
按
察
使
に
つ
い
て

は
、
養
老
元
年
三
月
に
派
遣
さ
れ
た
遣
唐
使
が
翌
二
年
十
月
帰
朝
し
、

当
時
、
唐
に
お
い
て
効
果
が
著
し
い
と
評
価
さ
れ
て
い
た
按
察
使
制
を

わ
が
国
で
も
、
早
速
、
実
施
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
遣
唐
押
使
・

多
冶
比
真
人
県
守
、
大
使
・
大
伴
宿
禰
山
守
、
副
使
•
藤
原
朝
臣
宇
合

の
三
人
が
そ
ろ
っ
て
按
察
使
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
和
銅
五
年
に
巡
察

使
の
制
度
を
強
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
、
国
郡
司
の
職
務
怠

慢
や
不
正
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
政
府
は
、
唐
で
は
非
常
に
効
果
の
あ
っ

た
と
い
う
按
察
使
制
に
大
き
な
期
待
を
も
っ
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
藤
原
氏
と
か
か
わ
る
政
界
の
調
整
で
あ
る
。
元
正

天
皇
が
即
位
し
た
時
点
で
は
、
和
銅
元
年
態
勢
が
維
持
さ
れ
て
い
た
（
左

大
臣
・
石
川
麻
呂
、
右
大
臣
•
藤
原
不
比
等
、
中
納
言
・
阿
倍
宿
奈
麻

呂
、
巨
勢
麻
呂
）
。
と
こ
ろ
が
、
霊
亀
三
年
（
養
老
元
）
（
七
一
七
）
十

月
、
藤
原
不
比
等
の
第
二
子
・
房
前
が
朝
政
に
参
議
す
る
こ
と
に
な
り
、

藤
原
氏
か
ら
右
大
臣
と
参
議
が
出
た
こ
と
で
、
一
氏
族
一
議
政
官
の
原
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則
が
崩
れ
た
。
養
老
二
年
（
七
一
八
）
三
月
に
は
、
大
納
言
・
長
屋
王
、

安
倍
宿
奈
麻
呂
、
中
納
言
・
多
治
比
池
守
、
巨
勢
祖
父
、
大
伴
旅
人
と

い
う
人
事
が
行
わ
れ
た
。
元
明
天
皇
も
元
正
天
皇
も
不
比
等
の
政
治
力

を
頼
ら
な
け
れ
ば
新
た
な
時
代
の
支
配
体
制
の
整
備
は
で
き
な
い
こ
と

は
十
分
に
認
識
し
つ
つ
も
、
新
興
貴
族
•
藤
原
氏
と
伝
統
あ
る
貴
族
そ

し
て
皇
族
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
こ
と
で
生
ず
る
政
府
首
脳
部
混
迷
の
リ

ス
ク
も
懸
念
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
不
比
等
の
子
ど
も
の
う
ち
、

四
人
の
男
子
、
武
智
麻
呂
・
房
前
・
宇
合
・
麻
呂
は
元
正
天
皇
即
位
の

こ
ろ
に
は
す
べ
て
成
人
し
て
い
た
。
彼
ら
に
も
し
か
る
べ
き
地
位
を
あ

た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
は
首
皇
子
と

光
明
子
と
の
間
に
最
初
の
子
、
阿
倍
内
親
王
（
の
ち
の
孝
謙
・
称
徳
天
皇
）

が
生
ま
れ
、
藤
原
氏
と
は
血
縁
関
係
も
絡
ん
で
、
い
よ
い
よ
複
雑
な
関

係
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
養
老
四
年
（
七
二

0
)
八
月

一
日
、
不
比
等
は
重
病
に
お
ち
い
り
、
八
月
三
日
、
既
去
す
る
。
元
正

天
皇
は
深
く
悼
み
惜
し
み
、
こ
の
日
は
政
務
に
つ
か
ず
、
哀
悼
の
意
を

表
し
、
一
般
の
群
臣
と
異
な
る
儀
礼
を
施
し
た
。
同
年
十
月
二
十
＿
―
-
日

に
は
、
大
納
言
•
長
屋
王
と
中
納
言
・
大
伴
旅
人
を
遣
わ
し
て
詔
を
述

べ
、
太
政
大
臣
正
一
位
を
贈
っ
た
。
し
か
し
、
不
比
等
没
後
の
人
事
に

お
け
る
元
正
天
皇
の
決
断
は
早
か
っ
た
。
不
比
等
の
死
の
翌
日
、
知
太

政
官
事
に
舎
人
親
王
を
任
命
し
、
新
田
部
親
王
を
知
五
衛
及
授
刀
舎
人

事
と
し
た
。
政
界
に
大
き
な
影
響
力
の
あ
っ
た
不
比
等
没
後
の
不
測
の

事
態
に
対
処
す
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
皇
親
の
抜
擢
と
も
と
れ

る
。
皇
親
勢
力
の
中
心
に
は
長
屋
王
が
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
元
正
天
皇
そ
し
て
元
明
太
上
天
皇
の
決
断
な
し
に
は
実

現
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

(3)
ミ
オ
ヤ
ー
ワ
ガ
コ
の
皇
統
系
譜

養
老
七
年
（
七
二
三
）
九
月
、
左
京
か
ら
両
眼
が
赤
い
白
亀
が
献

上
、
十
月
二
十
三
日
に
白
亀
出
現
を
喜
ぶ
詔
が
出
さ
れ
た
。
翌
養
老
八

年
（
七
二
四
）
二
月
四
日
、
神
亀
と
改
元
、
同
日
、
元
正
天
皇
は
首
皇

子
に
位
を
譲
っ
た
。
元
正
天
皇
即
位
の
こ
ろ
皇
位
継
承
有
資
格
者
の
人

数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
元
正
が
首

皇
子
（
聖
武
）
へ
の
継
承
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
首
を
「
ワ
ガ
コ
」
と

す
る
切
り
札
を
出
し
た
。
首
皇
子
の
生
母
が
藤
原
宮
子
で
あ
る
こ
と
は

誰
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え

て
皇
統
譜
上
の
オ
ヤ
コ
関
係
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
即
位

と
神
亀
改
元
の
詔
の
な
か
に
「
天
日
嗣
高
御
座
食
国
天
下
の
業
を
、
吾

が
子
み
ま
し
王
に
、
授
け
賜
ひ
譲
り
賜
ふ
」
と
い
う
元
正
天
皇
の
言
葉

が
記
さ
れ
る
。
天
平
元
年
（
七
二
九
）
八
月
の
勅
に
「
我
が
児
我
が
王
」

と
あ
り
、
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
五
月
の
宣
命
に
は
「
現
神
と
御
大

八
洲
我
子
天
皇
の
掛
け
幕
も
畏
き
天
皇
が
朝
廷
」
と
あ
る
。
神
護
景
雲

三
年
（
七
六
九
）
＋
月
、
称
徳
天
皇
は
詔
の
な
か
で
元
正
の
遣
言
を
引

い
て
い
る
が
、
聖
武
天
皇
を
「
朕
が
子
天
皇
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
聖
武
は
元
正
の
子
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
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る。
聖
武
天
皇
の
生
母
は
藤
原
不
比
等
の
娘
•
宮
子
で
皇
族
で
は
な
い
。

穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
形
を
整
え
る
た
め
の
祥
瑞
出
現
だ
け
で
は
十

分
で
は
な
く
、
聖
武
天
皇
が
皇
位
継
承
す
る
の
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し

い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
納
得
さ
せ
る
根
拠
と
し
て
「
ミ
オ
ヤ
ー

ワ
ガ
コ
」
の
皇
統
譜
を
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ワ
ガ
コ
（
聖
武
）
が
元
正
の
子
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
聖
武
を
文
武
嫡

系
と
位
置
づ
け
る
の
か
女
帝
の
子
と
位
置
づ
け
る
の
か
、
慎
重
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
文
武
天
皇
在
位
中
に
嫡
系
男

子
へ
の
皇
位
継
承
の
ル
ー
ル
が
定
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
元
明
・
元

正
は
中
継
ぎ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
元
正
は
皇
位
継
承
に
苦
心
し
な
く

て
も
よ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
わ
が
国
で
は
じ
め
て
の
未
婚
（
非
婚
・
不
婚
）
の
女
帝
・
元

正
へ
の
皇
位
継
承
は
男
帝
嫡
系
継
承
の
中
継
ぎ
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ

た。

天
平
時
代
の
元
正
太
上
天
皇

奈
良
時
代
政
治
史
の
な
か
で
元
正
太
上
天
皇
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら

れ
る
こ
と
は
多
く
は
な
い
。
そ
れ
は
元
正
太
上
天
皇
の
活
動
に
関
す
る

資
史
料
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
元
正
の
王
の
統
治
能

力
を
判
断
す
る
た
め
に
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
政
蹟
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
。ま

ず
、
い
わ
ゆ
る
長
屋
王
の
変
の
際
、
元
正
太
上
天
皇
は
ど
の
よ
う

な
立
ち
位
置
に
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
き
わ
め
て
素
朴
な
疑
問
と

し
て
浮
か
ん
で
く
る
。

長
屋
王
は
神
亀
の
新
政
権
発
足
で
左
大
臣
と
し
て
政
界
の
ト
ッ
プ
に

あ
り
、
皇
親
勢
力
を
代
表
す
る
立
場
で
も
あ
っ
た
。
「
長
屋
親
王
宮
」

と
書
か
れ
た
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
。
聖
武
天
皇
と
光
明
子
の
間
に
生

ま
れ
た
某
王
亡
き
後
、
当
時
、
聖
武
天
皇
の
皇
位
継
承
候
補
者
と
な
る

人
物
と
し
て
は
、
聖
武
の
皇
子
・
安
積
親
王
の
ほ
か
、
長
屋
王
あ
る
い

は
長
屋
王
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
前
に
述
べ
た
が
、
長
屋
王
と
吉
備
内
親
王
の
間
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
は
親
王
扱
い
と
す
る
こ
と
が
、
元
明
天
皇
在
位
中
に
決
ま
っ
て

ヽ
a
}
0

し

t
長
屋
親
王
宮
飽
大
贄
十
編

（
一
九
八
六
年
か
ら
国
立
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
調
査
を
実
施
、

一
九
八
八
年
に
発
見
さ
れ
た
）

鮪
一

0
編
の
荷
に
付
け
ら
れ
て
い
た
荷
札

神
亀
六
年
（
七
二
九
）
二
月
、
元
正
太
上
天
皇
は
、
た
っ
た
一
人
の

肉
親
で
あ
る
妹
•
吉
備
の
無
念
の
死
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ

ゆ
る
長
屋
王
の
変
で
あ
る
が
、
実
に
不
可
解
な
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
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十
八
日

十
三
日

十
二
日

十
一
日

経
緯
を
お
っ
て
み
よ
う
。

二
月
十
日

漆
部
君
足
と
中
臣
宮
処
東
人
か
ら
、
長
屋
王
が
左
道
（
呪

術
）
を
学
び
、
密
か
に
国
家
を
傾
け
よ
う
と
し
て
い
る

と
い
う
密
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
夜
、
使
い
を
遣
わ
し
て

三
関
（
鈴
鹿
・
不
破
•
愛
発
）
を
固
め
た
。
そ
し
て
、

式
部
卿
•
藤
原
宇
合
ら
が
六
衛
府
の
兵
を
率
い
て
長
屋

王
邸
を
囲
ん
だ
。

舎
人
親
王
、
新
田
部
親
王
、
大
納
言
・
多
治
比
池
守
、

中
納
言
•
藤
原
武
智
麻
呂
ら
が
長
屋
王
邸
に
赴
き
、
罪

を
糾
弾
。

長
屋
王
は
妃
•
吉
備
内
親
王
、
子
・
膳
夫
王
・
桑
田
王
・

葛
木
王
・
鉤
取
王
と
と
も
に
自
殺
し
た
。
桑
田
王
の
母

親
は
石
川
虫
丸
で
あ
る
。

長
屋
王
と
吉
備
内
親
王
は
生
駒
山
に
埋
葬
さ
れ
る
。
こ

の
日
、
「
吉
備
は
罪
が
な
い
の
で
、
葬
礼
を
行
う
よ
う
、

家
令
や
帳
内
（
召
使
い
）
は
放
免
、
長
屋
王
も
罪
人
で

は
あ
る
が
、
葬
礼
を
醜
く
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」

と
い
う
勅
が
出
さ
れ
た
。

長
屋
王
の
兄
弟
•
姉
妹
・
子
孫
に
連
座
の
罪
が
及
ば
な

い
よ
う
に
と
い
う
勅
が
出
さ
れ
た
。

長
屋
王
は
本
当
に
謀
反
を
企
て
た
の
か
。
吉
備
内
親
王
と
子
ど
も
た

ち
と
一
家
心
中
を
は
か
っ
た
の
か
。
六
人
は
殺
害
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
十
＿
―
-
日
に
聖
武
天
皇
が
出
し
た
勅
も
矛
盾
だ
ら
け
で
あ
る
。
元
正

太
上
天
皇
の
妹
•
吉
備
内
親
王
は
と
も
か
く
、
国
家
転
覆
を
謀
っ
た
罪

人
の
葬
送
を
醜
く
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
。

聖
武
天
皇
が
出
し
た
不
可
解
な
勅
は
、
事
件
の
真
相
を
物
語
っ
て
い

る
。
十
年
後
、
長
屋
王
の
無
実
が
あ
か
さ
れ
た
。
天
平
十
年
（
七
三
八
）

七
月
十
日
、
左
兵
庫
少
属
・
大
伴
宿
禰
子
虫
が
右
兵
庫
頭
・
中
臣
宮
処

連
東
人
を
斬
り
殺
す
と
い
う
事
件
が
起
き
た
が
、
囲
碁
を
し
て
い
る
と

き
、
気
の
ゆ
る
み
か
ら
か
、
東
人
は
、
か
つ
て
長
屋
王
に
仕
え
手
厚
い

待
遇
を
受
け
て
い
た
子
虫
に
、
自
分
が
長
屋
王
を
匪
告
し
た
こ
と
を
漏

ら
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
子
虫
は
ひ
ど
く
憤
り
、
東
人
を
罵
り
、

斬
り
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
件
の
顛
末
が
政
府
編
慕
の
歴
史
書
「
続

日
本
紀
j

に
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
屋
王
の
無
実
が
後
世
に
伝
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

-5) 

長
屋
王
の
変
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
か
、
元
正
が
妹

の
悲
劇
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
何
も
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の

事
件
の
調
査
に
二
月
十
一
日
の
メ
ン
バ
ー
舎
人
親
王
以
下
が
か
か
わ
っ

て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
と
、
説
明
が
つ
く
。
太
上
天
皇
と

し
て
は
泰
然
と
振
る
舞
う
し
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
元
正
太
上
天
皇
と
聖
武
天
皇
は
、
ミ
オ
ヤ
ー
ワ
ガ
コ
関
係
を

保
ち
続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
持
統
と
文
武
、
元
明
と
元
正
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の
と
き
と
は
時
期
も
政
情
も
異
な
る
が
、
太
上
天
皇
と
天
皇
の
共
同
統

治
に
よ
っ
て
国
が
治
め
ら
れ
た
事
例
が
確
認
で
き
る
。

天
平
十
二
年
（
七
四

0
)
に
聖
武
天
皇
は
東
国
へ
行
幸
す
る
が
、
伊

勢
湾
岸
を
北
上
、
美
涙
、
近
江
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
十
二
月
、
突
然
恭

仁
京
に
遷
都
す
る
方
針
を
打
ち
出
す
。
翌
七
四
一
年
に
は
新
都
・
大
養

徳
恭
仁
大
宮
の
造
営
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
後
の
遷
都
計
画
が
少
々
複
雑

で
、
七
四
二
年
に
は
甲
賀
郡
紫
香
楽
宮
に
行
幸
を
繰
り
返
し
、
七
四
三

年
十
月
に
慮
舎
那
大
仏
造
顕
の
詔
が
出
さ
れ
、
十
二
月
に
は
恭
仁
京
造

営
工
事
は
中
止
さ
れ
る
。
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
閏
一
月
一
日
、
官

人
た
ち
を
朝
堂
に
集
め
て
、
恭
仁
と
難
波
の
ど
ち
ら
を
都
と
す
べ
き
か

を
問
い
、
恭
仁
を
希
望
す
る
者
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
一
日
、

聖
武
は
難
波
宮
へ
の
行
幸
に
出
発
し
た
。
二
月
に
は
難
波
京
を
皇
都
と

す
る
が
、
こ
の
皇
都
宣
言
が
出
さ
れ
る
前
に
、
聖
武
は
紫
香
楽
宮
に
移
っ

て
し
ま
う
。
二
月
二
十
日
、
大
極
殿
の
中
央
に
設
け
ら
れ
る
天
皇
の
椅

子
で
あ
る
高
御
座
と
、
大
嘗
宮
の
門
に
た
て
る
大
楯
が
恭
仁
宮
か
ら
難

波
宮
に
運
ば
れ
、
恭
仁
京
の
人
々
の
難
波
移
住
も
許
可
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
聖
武
天
皇
は
高
御
座
が
届
い
た
直
後
の
二
十
五
日
、
紫
香
楽
の
行

幸
に
出
発
し
、
難
波
を
留
守
に
し
た
の
で
あ
る
。
二
十
七
日
、
元
正
太

上
天
皇
と
橘
諸
兄
は
難
波
に
留
ま
り
、
左
大
臣
の
諸
兄
が
、
難
波
宮
を

も
っ
て
皇
都
と
す
る
と
い
う
勅
を
読
ん
だ
。
難
波
宮
が
首
都
で
あ
る
こ

と
を
宣
言
し
た
勅
で
あ
る
。
こ
の
勅
を
出
し
た
の
は
誰
か
、
聖
武
天
皇

か
元
正
太
上
天
皇
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
が
、
仮
に
聖
武
天
皇

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
天
皇
は
難
波
を
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

左
大
臣
と
と
も
に
元
正
太
上
天
皇
が
難
波
宮
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
は
意
味
が
あ
る
。
難
波
宮
で
は
三
月
十
一
日
、
石
上
・
榎
井
の
二
氏

が
大
楯
と
槍
が
中
と
外
の
門
に
樹
て
た
。
遷
都
を
表
す
儀
式
で
あ
る
。

天
皇
不
在
の
皇
都
を
太
上
天
皇
が
治
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
太
上

天
皇
は
七
月
に
智
努
離
宮
に
、
十
月
に
弥
努
と
竹
原
井
離
宮
に
行
幸
し

ま
す
。
十
月
の
行
幸
で
は
郡
司
・
百
姓
へ
の
叙
位
・
賜
禄
が
な
さ
れ
た
。

太
上
天
皇
と
天
皇
の
関
係
に
関
し
て
、
恭
仁
宮
に
移
転
し
た
大
極
殿

で
初
め
て
の
朝
賀
が
行
わ
れ
た
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
の
出
来
事
も

注
目
さ
れ
る
。

五
月
五
日
、
内
裏
で
宴
が
行
わ
れ
、
皇
太
子
・
阿
倍
内
親
王
が
五
節

を
舞
い
、
元
正
太
上
天
皇
に
奉
献
し
た
。
五
節
の
舞
と
は
、
雑
令
に
定

め
ら
れ
た
七
つ
の
節
日
の
う
ち
、
元
日
（
一
月
一
日
）
、
白
馬
（
一
月

七
日
）
、
踏
歌
（
一
月
十
六
日
）
、
端
午
（
五
月
五
日
）
、
豊
明
(
+
-

月
新
営
祭
）
に
行
わ
れ
る
舞
の
こ
と
で
、
「
続
日
本
紀
』
天
平
十
五
年

五
月
癸
卯
条
に
元
正
と
聖
武
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
詔
が
載
せ
ら
れ
る
。

聖
武
天
皇
は
、
天
武
天
皇
が
「
礼
と
楽
」
で
天
下
を
治
め
る
た
め
に

始
め
た
と
い
う
舞
の
由
来
を
述
べ
、
自
分
も
そ
れ
を
受
け
継
ぎ
皇
太

子
（
阿
倍
内
親
王
）
に
習
わ
せ
、
そ
れ
を
元
正
太
上
天
皇
に
奉
献
す

る
旨
を
述
べ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
元
正
太
上
天
皇
は
、
天
武
天
皇
が

創
っ
た
舞
を
国
の
宝
と
し
て
皇
太
子
に
舞
わ
せ
る
の
を
見
る
と
、
天

下
の
法
は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
言
い
、
こ
れ
は
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政
界
の
水
面
下
で
の
抗
争
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
元
正
太
上
天
皇
の

遊
ぴ
で
は
な
く
「
君
臣
祖
子
の
理
」
を
百
官
に
教
え
る
も
の
で
あ
る

と
言
う
。

こ
の
宣
命
の
応
答
か
ら
、
当
時
、
元
正
太
上
天
皇
が
政
界
に
厳
然
た

る
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
天
武
天
皇
が
掲
げ
た

政
治
思
想
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
天
平
の
時
代
の
政
界
は
元
正
天
皇
在
位
中
と
は
違
う
様
相
を
呈
し

て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
彼
女
は
群
臣
た
ち
に
対
し
て
、
為

政
者
の
あ
る
べ
き
姿
を
訓
辞
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

元
正
太
上
天
皇
は
平
城
に
還
都
し
て
か
ら
も
扇
の
要
の
役
割
を
果
た

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
正
月
、
平
城
京
に

地
面
に
稜
も
る
ほ
ど
の
大
雪
が
降
っ
た
と
き
、
左
大
臣
の
橘
諸
兄
は
大

納
言
•
藤
原
豊
成
以
下
の
諸
王
臣
を
率
い
て
元
正
太
上
天
皇
の
御
所
（
中

宮
の
西
院
）
に
参
入
し
、
雪
を
掃
っ
た
。
そ
の
と
き
正
殿
で
催
さ
れ
た

宴
で
、
元
正
太
上
天
皇
は
、
こ
の
雪
を
題
に
し
て
歌
を
詠
む
よ
う
命
じ
、

諸
兄
は
太
上
天
皇
に
仕
え
る
気
持
ち
を
歌
に
し
た
。

「
万
葉
集
j

巻
十
七

三
九
ニ
ニ

降
る
雪
の
白
髪
ま
で
に
大
君
に
仕
え
ま
つ
れ
ば
貴
く
も
あ

る
か

古
代
の
六
人
八
代
の
な
か
で
た
元
明
、
元
正
の
二
女
帝
に
つ
い
て
、

そ
の
皇
位
継
承
は
中
継
ぎ
論
で
は
説
明
し
難
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

き
た
。
大
宝
令
で
は
女
帝
の
即
位
と
女
帝
の
子
の
即
位
を
認
め
て
お
り
、

こ
の
二
女
帝
の
即
位
を
合
法
的
に
し
た
と
考
え
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
と

し
た
が
、
女
帝
雖
出
の
社
会
的
背
景
と
し
て
、
古
代
国
家
・
社
会
は
男

女
平
等
で
な
か
っ
た
が
、
女
性
を
排
除
し
な
い
と
い
う
点
に
も
注
目
し

た
い
。
内
親
王
が
家
政
機
関
の
主
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
元
正
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
氷
高
内
親
王
は
未
婚
（
非
婚
、

不
婚
）
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
の
生
い
た
ち
を
た
ど
る
と
き
、
祖
母
・
持

統
、
母
・
阿
閉
（
元
明
）
と
い
う
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
は
じ
め
、
古
代
政

界
に
お
け
る
女
性
の
多
様
な
生
き
方
に
目
を
移
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で

あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

御
前
で
は
、
左
大
臣
の
地
位
に
あ
る
橘
諸
兄
が
藤
原
豊
成
以
下
の
諸
王

臣
を
率
い
る
と
い
う
形
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。
元
正
の
存
在
感
が
い
か

に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
わ
か
る
。

以
上
、
元
正
天
皇
は
神
亀
元
年

(
7
2
4
)

に
聖
武
天
皇
に
譲
位
し
て

か
ら
崩
御
ま
で
二
十
四
年
間
、
太
上
天
皇
と
し
て
政
界
に
影
響
力
を

も
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

古
代
国
家
・
社
会
と
女
性
・
女
帝
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王
権
論
の
成
果
が
め
ざ
ま
し
い
な
か
で
、
女
帝
中
継
ぎ
論
だ
け
で
は

説
明
で
き
な
い
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
古
代
国
家
・
社
会

と
女
性
・
女
帝
と
い
う
視
座
か
ら
女
帝
へ
の
皇
位
継
承
を
再
論
す
る
と

い
う
課
題
を
提
示
し
た
。

本
稿
は
二

0
一
六
年
一

0
月
一
日
、
秋
田
大
学
で
開
催
さ
れ
た

二
0
一
六
年
度
東
北
史
学
会
・
秋
大
史
学
会
公
開
講
演
の
内
容
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。

注
(
1
)
青
木
和
夫
「
奈
良
の
都
」
（
中
央
公
論
社
一
九
六
五
年
）
、
荒
木
敏
夫

「
可
能
性
と
し
て
の
女
帝
」
（
青
木
書
店
一
九
九
九
年
）
、
「
日
本
古

代
王
権
の
研
究
」
（
吉
川
弘
文
館
二

0
0
六
年
）
、
上
田
正
昭
「
日

本
の
女
帝
」
（
講
談
社
一
九
七
一
年
）
、
井
上
光
貞
「
古
代
の
女
帝
」

（
「
日
本
古
代
国
家
の
研
究
」
岩
波
書
店
一
九
六
五
年
）
、
井
上

亘
「
日
本
古
代
の
天
皇
と
祭
儀
」
（
吉
川
弘
文
館
一
九
九
八
年
）
、

遠
藤
み
ど
り
「
日
本
古
代
の
女
帝
と
譲
位
」
（
塙
書
房
二

0
ー
五

年
）
、
坂
上
康
俊
シ
リ
ー
ズ
日
本
古
代
史
④
「
平
城
京
の
時
代
」
（
岩

波
宵
店
二

0
1
―
年
）
、
栄
原
永
遠
男
「
天
平
の
時
代
」
（
集
英
社

一
九
九
一
年
）
、
佐
藤
宗
諄
「
元
正
天
皇
論
」
（
「
古
代
文
化
」
三
〇

|
-
―
九
七
八
年
）
、
佐
藤
長
門
「
日
本
古
代
王
権
の
構
造
と
展
開
j

（
吉
川
弘
文
館
二

0
0
九
年
）
、
瀧
浪
貞
子
「
最
後
の
女
帝
孝
謙

一
九
九
九
年
）

天
皇
」
（
吉
川
弘
文
館
一
九
九
八
年
）
、
東
野
治
之
「
元
正
天
皇
と

赤
漆
文
観
木
厨
子
」
（
「
日
本
古
代
史
料
学
」
（
岩
波
書
店
二

0
0
五

年
初
出
一
九
九
八
年
）
、
遠
山
美
都
夫
「
古
代
日
本
の
女
帝
と

キ
サ
キ
」
（
角
川
苦
店
二

0
0
五
年
）
、
南
部
昴
「
女
帝
と
直
系
皇

位
継
承
」
（
「
日
本
歴
史
」
二
八
＿
―
-
九
七
一
年
）
、
仁
藤
敦
史
「
古

代
女
帝
の
成
立
」
（
「
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
研
究
報
告
」
一
〇
八

―1
0
0
三
年
）
、
「
女
帝
の
世
紀
J

(
角
川
書
店
二

0
0
六
年
）
、
春

名
宏
明
「
皇
太
妃
阿
問
皇
女
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
歴
史
」
五
一
四

一
九
九
一
年
）
、
水
谷
千
秋
「
女
帝
と
譲
位
の
古
代
史
J

(
文
藤
春
秋

二
0
0
三
年
）
、
義
江
明
子
「
古
代
女
帝
論
の
過
去
と
現
在
」
（
「
天

皇
と
王
権
を
考
え
る
j

七

岩

波

書

店

二

0
0
二
年
）
、
義
江
明

子
「
元
明
天
皇
と
奈
良
初
期
の
皇
位
継
承
」
（
高
岡
市
萬
葉
歴
史
館

叢
書
ニ
―
「
万
葉
の
女
性
歌
人
」
二

0
0
九
年
）
、
横
田
健
一
「
古

代
王
権
と
女
性
た
ち
」
（
吉
川
弘
文
館
一
九
九
四
年
）
、
吉
川
敏
子

「
女
帝
と
皇
位
継
承
」
（
「
史
衆
」
四
―
二

0
0
八
年
）
な
ど
。
な
お
、

以
下
、
本
稿
で
の
引
用
は
と
く
に
こ
と
わ
ら
な
い
。

(
2
)
市
大
樹
「
藤
原
京
跡
左
京
七
条
ー
坊
出
土
の
衛
門
府
木
簡
群
」
（
「
奈

良
文
化
財
研
究
所
紀
要

2
S
4」
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
二

0
0
四

年）

(
3
)
岸
俊
男
「
元
明
太
上
天
皇
の
崩
御
」
（
「
日
本
古
代
政
治
史
研
究
」

（
塙
書
房
一
九
六
六
年
）

(
4
)
渡
部
育
子
「
元
明
天
皇
・
元
正
天
皇
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
宵
房

1
0年）

(
5
)
寺
崎
保
広
「
長
屋
王
」
（
吉
川
弘
文
館

二
0
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